
2022高知市地域公共交通計画について

目 的

計画期間

本市では、人口減少と少子高齢化により地域の暮らしと産業を支える交通が重要となる一方
で、モータリゼーションによる利用者減や運転者不足、公費負担の増加等の社会経済情勢に対
応するため、多様な交通手段が相互に連携した、将来にわたって持続可能な公共交通ネット
ワークづくりが求められています。
これら課題に対応するため、多様な主体が連携した公共交通サービスを実現するため、高知

市地域公共交通計画を策定します。

2022（令和４年）年度～2026（令和８年）年度 ５年間
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基本目標１

地域公共交通の総合的な
ネットワークの構築

基本目標２

利用者ニーズに即した
公共交通サービスの提供

基本目標３

すべての人が利用できる
公共交通環境の形成

基本目標４

事業者、行政、市民の
積極的な利用促進

基本目標 施策 事業

１ 地域ぐるみで支える仕組みづくり

２ バス路線の再編

３ 鉄道を活用した広域幹線の機能強化

４ コミュニティ交通の導入

５ 交通結節ポイントの機能強化

６ 運行ダイヤ・運行便数・運賃等の見直し

７ サイクルアンドライドの推進

８ パークアンドライドの推進

９ バス路線の確保・維持

11 バス停・電停等の利用環境の改善

12 バス・電車車両の改善

13 路面電車を活かした魅力づくり

14 多様な情報サービスの提供

15 イベント等における広報活動

10 乗合タクシーの確保・維持

① 総合的な地域公共交通
ネットワークの再編

② 交通結節機能の強化

③ 利便性の高い運行サービスの提供

④ サイクルアンドライド・
パークアンドライドの推進

⑤ 生活交通の確保・維持

⑥ バリアフリー・ユニバーサル
デザインの推進

⑦ 利用促進・広報活動の実施

計画区域・対象

市全域／公共交通機関全般（鉄道・路面電車・路線バス・乗合タクシー）

＜地域内交通イメージ図〉

乗換ポイント

コミュニティ交通

広域幹線（路線バス・路面電車・ＪＲ）

支線（地域内交通）

周辺エリア

まちなか

幹線（路線バス）

支線（地域内交通）

周辺エリア

持続可能な地域旅客運送サービスの仕組み

主要ターミナル

地域ターミナル

乗換ポイント

高規格道路

路線バス

路面電車

地域交通
（ｺﾐｭﾆﾃｨ交通乗合タクシー）

ＪＲ

〈交通ネットワークのイメージ図〉

数値指標

数値指標 基準値 目標値

基本目標１
公共交通カバー率 89％（Ｒ元年度） 基準値以上（Ｒ８年度）

路線バス事業
収支率

63.9%（Ｒ元年度） 基準値以上（Ｒ８年度）

基本目標２ 運行便数 987回（Ｒ元年度） 現状水準を維持（Ｒ８年度）

基本目標３ 公的資金投入額 283,083千円（Ｒ元年度） 現状水準を維持（Ｒ８年度）

基本目標４
まちなかの電停・
バス停の利用者数

342.09万人（Ｒ元年度） 基準値以上（Ｒ８年度）

交通結節点

主要ターミナル（高知駅） 地域ターミナル（朝倉駅） 乗換ポイント（一宮ＢＴ）乗合タクシー路線バス路面電車鉄道

公共交通機関

上位・関連計画

高知市総合計画

高知市まち・ひと・しごと創生
人口ビジョン／総合戦略

高知市強靱化計画

連携
整合

高知市地域公共交通計画

高知市交通基本計画
高知市都市計画マスタープラン

高知市立地適正化計画

都市
計画

高知市観光振興計画

高知市中心市街地活性化基本計画

観光

中心市街
地活性化

長浜・御畳瀬・浦戸地域振興計画
地域
振興

各種コミュニティ計画

高知市教育振興基本計画教育

高知市地域福祉活動推進計画福祉

高知市地球温暖化対策地域推進実行計画環境

連携

指
針

補完
連携

補完
連携

踏
ま
え
る

（交通政策基本法・交通安全対策基本法）

（地域公共交通の活性化及び再生に関する法律）

連携
整合

●基本理念
●将来像
●基本目標

基 本 方 針

基本計画

●施策の方向
●個別施策
●横断的施策

目 標

個 別 事 業

基本構想



事業９ バス路線の確保・維持

日常生活・社会生活に不可欠なバス路線を運行維持する
ため，運行が困難となっているバス路線に対し，補助金を
交付することにより地域公共交通を確保・維持します。

事業10 乗合タクシーの確保・維持

路線バスが廃止された地域において導入しているデマン
ド型乗合タクシーについて，地域のニーズに合わせた合理
的な運行ができるよう，確保・維持します。

事業１ 地域ぐるみで支える仕組みづくり

住民・利用者・行政・交通
事業者などが協働し、地域ぐ
るみで地域公共交通を支える
体制づくりを進めます。

事業２ ◎バス路線の再編

本市の道路形態や地域特性を踏まえたうえで、路線網、
系統、結節点の視点から整理し、利用者にとってわかりや
すく使いやすいバス路線に再編します。

事業３ 鉄道を活用した広域幹線の機能強化

広域幹線として重要な役割
を担う鉄道を活用したまちづ
くり進めるため、他の交通と
の連携など利便性向上につな
がる取り組みを推進します。

事業４ ◎コミュニティ交通の導入

事業５ ◎交通結節ポイントの機能強化

様々な交通手段が機能分
担・役割分担しながら、ス
ムーズに乗り換えができるよ
う交通結節ポイントの機能強
化を図ります。

事業６ 運行ダイヤ・運行便数・運賃等の見直し

地域特性や利用状況を把握し，利用者目線で使い勝手の
よい運行ダイヤ・便数・運賃等の見直しをします。

事業７ ◎サイクルアンドライドの推進

交通分担率の低い公共交通と分担率の高い自転車がベス
トミックスできるサイクルアンドライド駐輪場の整備につ
いて検討し、公共交通の利用促進につなげていきます。

事業８ パークアンドライドの推進

公有地のほか、量販店や民有地の駐車場などを活用した
パークアンドライド駐車場の整備について検討し，中心市
街地の渋滞緩和と公共交通の利用促進につなげていきます。

事業11 バス停・電停等の利用環境の改善

バス停・電停に路線図，時刻表などを表示し，文字の大
型化や停留所の統一化を図るなど，すべての人にとって分
かりやすく見やすいものとなるよう順次改善します。

事業12 ◎バス・電車車両の改善

快適に利用できるノンステップバスなどの低床バスや低
床電車を順次導入します。

地形によっては走行困難な場所もあることから，ワンス
テップバスの運行の対策についても検討します。

事業13 ◎路面電車を活かした魅力づくり

事業14 多様な情報サービスの提供

公共交通に関する情報を発信し，
地域全体で公共交通を守っていく
意識の醸成を図ります。また，世
代に合わせ，紙媒体とインター
ネット媒体を組み合わせた分かり
やすい情報サービスを提供します。

事業15 イベント等における広報活動

公共交通を利用してもらう
新たなきっかけづくりとして、
イベントを開催することで、
公共交通に親しむ機会が創出
できるため、幅広く市民に対
して広報・周知します。

地域の量販店等を乗り継ぎ
ポイントとするデマンド型乗
合交通を導入します。
周辺エリアでは、地域の量

販店等を乗り継ぎポイントと
して、乗合タクシーやコミュ
ニティバスなどで地域内をき
め細かく運行する”コミュニ
ティ交通”を導入します。

魅力あるまちづくりのために，特色ある公共交通を活用
することが重要です。

本市では.長い歴史を持つ路面電車を積極的に活用し，
魅力の向上を図ります。

目標１ 地域公共交通の総合的なネットワークの構築

目標２ 利用者ニーズに即した公共交通サービスの提供

目標３ すべての人が利用できる公共交通環境の形成

目標４ 事業者、行政、市民の積極的な利用促進

バス停 電停

低床電車低床バスＵＤタクシー
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